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光度が時間変動する天体現象の起源を調べるためには多波長で観測するだけでなく、変動のタイムスケールよ
りも十分短い時間分解能が検出器に求められる。例えばかにパルサーの巨大電波パルスのように、ナノ秒からマ
イクロ秒で変動する天体を可視光で観測する際には、CMOSでも十分な時間分解能を持たない。また、計測する
光度曲線の時間ビン幅と各ビンで計測される光量は相関するため、高速測光には低輝度に対する感度も同時に要
求される。我々はガイガー放電を利用することにより単光子に感度を持つ半導体光センサMPPC（SiPMとも呼
ばれる）を、可視天体撮像素子として開発している。試作品である 4× 4素子のセンサと、素粒子実験用の汎用
回路モジュール群でデータ収集系を構築した。100µsの時間ビンで光度曲線を計測するこのシステムで、かにパ
ルサーの周期的な光度変動を検出することに成功した (Nakamori et al., 2021, 中森他 2021年秋季年会)。
我々はセンサの大型化を目指しており、信号処理が必要なチャネル数の増加が見込まれるため、回路系の集積

化と小型化が求められる。そこでまず、センサ素子は 4× 4画素の試作品のままで、アンプ、コンパレータと電
源系を一体化した専用の信号処理基板を開発した。そして FPGAで制御と計測を行い、イーサネットでデータを
転送するシステムを構築した。100 nsごとに光子到来時刻を付与することができ、時間分解能も大幅に向上した。
本講演では実験室での性能評価に加え、かなた望遠鏡に搭載した観測試験の結果について報告する。


